
は
な
ら
ぁ
と
を

つ
く
る
人
び
と
、

そ
の
活
動
と
記
録
。

2017.7.22 吉野町国栖エリア 西嶋みゆき 「おえかききんぎょゆらゆらすくい」  撮影：長谷川朋也

まちと人のあいだ、交わりのドキュメント
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開く・整える・繋ぐ！
空き町家利活用成果報告
インタビュー/
空き町家を借りた人。空き町家を貸した人。
Regional Report  宇陀松山エリア
喜楽座を開けよう！プロジェクトの軌跡
Regional Report  曽爾村エリア
Regional Report  橿原エリア
Regional Report  吉野町国栖エリア
ぷちコラム◎私たちが考える“はならぁと”の未来
“はならぁと”の優しい風景 



特集  ! 開く・整える・繋ぐ！空き町家利活用成果報告

　“奈良・町家の芸術祭 はならぁと”は、美しい町並みの保存や貴重な町家*の利活用

など地域価値の維持・向上を目標とし、2011年に始まりました。“はならぁと”をきっか

けに、町家に現代の芸術が組み合わさることで、地域独自の文化及び暮らしを現代

に受け継ぎ、再発見する機会としています。
（*はならぁとにおける「町家」の定義…地域独自の文化や人々の暮らしが記憶された建築物を指します。）

　これまで、39件の空き町家がカフェや住居として改修・利活用されました。平均する

と、1年間で5件以上の空き町家が利活用されたことになります。そのノウハウと成果

をまとめました。人口減少による空き家問題が全国的に深刻化する今、ノウハウが共

有され、空き町家利活用の機運がより高まることを願います。

空き町家利活用件数が" #件になりました。

図でみる

$%

空き町家が生まれ変わるまで

!"#$%& '$"#()*+,"+( '*++"%(-."+ ,"+*/#()*+

改修

（実施者：物件オーナー/
借り手）

展示会場として魅力的な
空き町家を探す

（実施者：地元まちづくり
団体/事務局）

展覧会設営

（実施者：アーティスト）

物件所有者（オーナー）と
会場利用の交渉

（実施者：地元まちづくり
団体）

はならぁと開催・空き町家
見学ツアー

（実施者：地元まちづくり
団体）

お掃除プロジェクト

（実施者：地元まちづくり団
体/地元住民/アーティスト/
ボランティアチーム/事務局） 

探す!& %& "& '& (& )&整える借りる 繋ぐ開く 利活用
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御所名柄 )件

今井町 6件

桜井本町 )件

三輪 )件

生駒宝山寺参道  )件

五條新町 7件

八木札の辻 8件

  )( 件宇陀松山

奈良きたまち 7件

郡山城下町 9件
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Q.「柳花廉」について教えてください。
A. 柳町商店街の南にある元畳店を改
装したレンタルスペースです。

 

Q.“はならぁと”に会場を提供するきっ
かけは何だったのでしょう？

A.私自身がアートに興味があったこと
と、会場として提供するにあたって、

家の片付けやゴミ処理などを手伝っ

てもらえると言ってもらえたからで

す。その後“はならぁと”で沢山の方に家を見て頂いて、人が集まるスペースに

なれば良いなと思うようになり、改修に至りました。

 

Q.柳花簾には一時レンタルスペース以外に常設の店舗も入っていますね。
A.家は使わないと埃と湿気がたまり、空気がよどみ死んでしまいます。毎日人が
いる事で、建物が生き返るように思います。建物はまるごと貸しているのでは

なく、自分の居場所も作っているので、行くのが楽しいです。

 

Q.下窪さんにとって地域に入り込んで活動
する魅力とは？

A.地域の人との繋がりや、人を介しての情
報交換、助け合いはこれからの日本に

必要だと思います。

���V�¿�¢�
�•	Ó�<�Ê�£

オーナー  下窪 多恵子さん

Q.「大和八木ゲストハウス笑顔」につ
いて教えてください。

A.奈良の古い町並みの残るところで
ゲストハウスをやりたいなと思い、

奈良の町歩きをしていた時にたまた

ま八木の町に来ました。その際に、

“はならぁと”に関連したイベントに

出くわし、町の人たちと仲良くなった

ことがきっかけでゲストハウスを始

めました。

 

Q.改修などはされましたか。その際の費用はどのように賄ったのでしょう？
A.離れと母屋の水回りを全面改修しました。壁は仲間と町の人に協力してもら
い、壁塗りをしました。費用は自己資金とクラウドファンディングで50人の方

から50万円強の支援を受けました。

 

Q.地域に入り込んで活動する魅力をお教えください。
A.住民の皆さんが当たり前だと思っていることも、
移住してきた我々には新鮮で魅力的なものだった

りして、それをもっと世の中に発信して色んな人

に知ってもらえたらと思っています。移住者と町と

をつなぐ橋渡しができればと思っています。

�G�è
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オーナー  末田夫婦

Q.『宇陀松山みんなのカフェ にっこり』
について教えてください。

A.空き町家を改修し、お年寄りや若
者、小学生が集う多世代の交流の

場を作りたいという想いで生まれた

カフェです。

 

Q.何故この町家を改修しようと思われ
たのでしょうか？

A.“奈良・町家の芸術祭 はならぁと 
2015”に空き町家を提供し、ボランティアの皆さんに掃除をしていただき、作

品が展示されることで町家が生まれ変わったようになって驚きました。利活

用すべきだという想いが強くなり、その後、建物を改修してロシアン雑貨のお

店になりました。お店ができる喜びがあったので、さらに改修を進めたのが、

今のカフェです。

 

Q.改修費用はどうされたのですか？
A.市の補助金などを活用しながら、改修しました。
 

Q.今後のカフェでの活動予定を聞かせてください。
A.多機能的にも場を活用し、カウンセリングを行っ
たり、仲間たちの才能を活かしたイベントも実施

したいと思っています。

�É�+	¦�•� �̂œ�s�w�§�Ñ�£���t�l�\�“�¢�É�+	¦�•�£

オーナー  菊岡基益さん

Q.「NARAMono Creative Lab 恒岡町
屋」の活動について教えてください。

A.奈良の空間・素材・人・モノと実験し
作り・NARAMono・を生み出してく

プロジェクト「NARAMono Creative 

Lab」の拠点です。デザインや文化の

交流と発信の場にしていきます。

 

Q.この町家を借りようと思ったきっ
かけは？

A. “奈良・町家の芸術祭 はならぁと”2015・2016に参加し、恒岡町家にて自分の
作品を展示した際、恒岡町家に泊まりながら過ごし感じた建物の魅力と落ち

着く空間をなんとか維持したいと考えました。そこで、奈良の活動拠点として

借り受け動態保存をしようと考えたのがきっかけです。

 

Q.町家で活動することの良い点と、困った点があれば聞かせてください。
A.良い点は、お客様をお招きして打ち合わせする際、建物についての話も弾み
良い印象をもっていただけることや、ゆっくり

と近所の方と交流ができること。困った点は、

隙間が多いので冬は極寒なのと、何かを直す

のに少なくない資金がかかることです。

�/�"�3�"�.�P�O�P���$�S�F�B�U�J�W�F���-�B�C���Ã�,�Ê�0�¢���ª�Ê�£

ファッションデザイナー  TARAMANさん

0+("$/)"1 ' 空き町家を借りた人。

0+("$/)"1 ) 空き町家を貸した人。

$"
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風
の
来
襲
に
苦
慮
し
た
宇
陀

松
山
エ
リ
ア
で
し
た
が
、
雨
漏

り
対
策
は
運
営
に
参
画
す
る

地
元
住
民
も
協
力
し
な
が
ら
、

会
場
や
作
品
の
保
全
に
走
り

回
り
ま
し
た
。大
雨
の
中
で

も
、
宇
陀
松
山
エ
リ
ア
ま
で
足

を
運
ん
で
く
れ
た
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ん
、
来
場
者
の
皆

さ
ん
、
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

皆
さ
ん
。色
々
な
形
で
支
え
て

く
れ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
よ

り
実
感
す
る
会
期
と
な
り
ま

し
た
。

 　

会
期
中
に
開
か
れ
た
『
空
き

家
見
学
ツ
ア
ー
』
で
は
、
1
件

の
空
き
町
家
が
売
買
ま
た
は

賃
貸
の
話
が
進
ん
で
い
る
と
の

こ
と
。会
場
に
で
き
る
空
き
町

家
の
ス
ト
ッ
ク
が
減
っ
て
き
て

し
ま
う
と
い
う
、贅
沢
な
悩
み

よ
び
建
物
の
将
来
的
な
活
用

に
つ
い
て
の
道
筋
を
考
え
る
機

会
を
持
つ
た
め
の
契
機
と
し
て

��
は
な
ら
ぁ
と
��
を
活
用
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

 　
「
今
回
の
運
営
は
、
地
元
関

係
者
密
度
の
高
い
団
体
が
加

わ
り
、
今
ま
で
で
一
番
『
地
元
を

あ
げ
て
感
』が
あ
り
ま
し
た
」と

田
川
さ
ん
。会
期
直
前
の
歓
迎

会
を
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
催
し
た
り
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
当
日
の
サ

ポ
ー
タ
ー
に
参
加
し
た
り
と
、

様
々
な
角
度
か
ら
地
元
住
民

が
��
は
な
ら
ぁ
と
��に
携
わ
り
ま

し
た
。

　

会
期
中
2
度
に
わ
た
る
台
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宇
陀
松
山
エ
リ
ア
は

2
0
1
1
年
か
ら
1
年
お
き

に
��
は
な
ら
ぁ
と
��
に
参
加
し
、

空
き
家
の
発
掘
・
公
開
・
利

活
用
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
着
実

に
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
徐
々
に

実
績
が
で
き
、
地
域
づ
く
り
の

担
い
手
も
開
催
を
重
ね
る
ご
と

に
増
え
て
き
ま
し
た
」と
、は
な

ら
ぁ
と
宇
陀
松
山
実
行
委
員

会
の
田
川
新
一
朗
さ
ん
は
振
り

返
り
ま
す
。事
実
、
宇
陀
松
山

エ
リ
ア
は
こ
れ
ま
で
に
10
件

も
の
空
き
町
家
を
��
は
な
ら
ぁ

と
��
を
き
っ
か
け
に
利
活
用
し

て
き
た
の
で
す
。そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
は
じ
め
は
実
質
2
人

で
始
ま
っ
た
『
は
な
ら
ぁ
と
宇

陀
松
山
』
も
、
今
で
は
9
人
が

��
は
な
ら
ぁ
と
��
を
運
営
す
る
た

め
に
集
結
し
て
い
ま
す
。メ
ン

バ
ー
は
商
店
店
主
や
物
件
オ
ー

ナ
ー
、
学
校
の
先
生
と
、
個
性

的
な
面
々
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

2
年
ス
パ
ン
で
着
実
に
成
果

を
積
み
重
ね
て
き
た
宇
陀
松

山
エ
リ
ア
は
、
2
0
1
7
年
、

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
取
り
組
み

に
挑
戦
し
ま
し
た
。宇
陀
松
山

の
町
並
み
に
眠
る
大
空
間
（
元

芝
居
小
屋
）
の
再
生
を
目
指
し

て
い
ろ
ん
な
方
面
へ
の
協
力
を

仰
ぎ
、イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
お

◎過去に宇陀松山で展示したアーティストが、たくさん観客として再来訪してくれた。

◎はならぁと事務局が宇陀松山に引っ越し、深く連携しながら運営できた。

◎再び喜楽座で映画を観られてよかった、また入ることができて良かったという地元

の年配の方の声を聞けた。

◎地元小学生が、自分が制作に参加した音の作品を家族で聞きにきてくれた。

◎近隣のゲストハウスをアーティストやスタッフ、来場者が利用。経済効果が生まれた。

◎開催初日、雨にも負けず、パレードから奉納演奏に切り替えてくれたhirviさんのしなやか

さに感激。

◎2年前の空き家ツアー参加者との再会。腰を据えて物件を探すため、現在宇陀市内に拠

点を移しているとのこと。

が
出
て
い
ま
す
。宇
陀
松
山
エ

リ
ア
は
次
年
度
は
お
休
み
。そ

の
間
に
、
2
0
1
9
年
度
に
向

け
て
新
た
な
空
き
町
家
を
見
つ

け
出
し
て
い
き
ま
す
。空
き
町

家
探
し
の
他
に
も
、
田
川
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う

と
し
て
い
る
ご
近
所
の
地
域
の

支
援
を
で
き
れ
ば
」
と
話
し
ま

す
。サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、あ
る

い
は
観
客
と
し
て
も
“
は
な

ら
ぁ
と
”
を
楽
し
み
た
い
。そ
の

た
め
の
お
休
み
で
も
あ
る
の
で

す
。宇
陀
松
山
エ
リ
ア
の
成
功

を
刺
激
に
、
近
隣
の
東
部
エ
リ

ア
が
続
々
と��
は
な
ら
ぁ
と
��に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
��
は
な
ら
ぁ
と
��に
よ
っ
て
培

わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
空
き
町

家
利
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
地

域
の
枠
を
超
え
て
広
が
っ
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

�É�+ 	¦ �• �¤�æ�ž

開催 ：*!$&%!（+,-&）. !$&%#（+/0&）

�5�H�J�L�R�Q�D�O���5�H�S�R�±

�&�2�5�(���8�G�D���0�D�W�V�X�\�D�P�D���$�U�H�D

�.�̀�M�¤�Ð�¹�”�Å

$'



�5�H�J�L�R�Q�D�O���5�H�S�R�±���&�2�5�(���8�G�D���0�D�W�V�X�\�D�P�D���$�U�H�D

�*�¸�2�¢�V�’�X�_�£�q�x

　喜楽座（※通常非公開）は、明治後期から

大正にかけて芝居小屋として活躍した木造

建築です。昭和初期から後期にかけては映画

館に改装され映画の上映や芝居等、長年、宇

陀地方の人々の文化交流の場として機能し

ました。重要伝統的建造物群保存地区に現

存する芝居小屋として、とても貴重な建物で

す。今回、宇陀松山エリアでの“はならぁと

2017”では、この『喜楽座』での現代芸術作品

展示がメインコンセプトとなりました。

※喜楽座は通常非公開の建物です。無断での侵

入は固く禁じます。
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今
回
の
展
覧
会
の
メ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
と
も
な
っ
た
元
芝
居

小
屋
『
喜
楽
座
』
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
地
元
住
民
が
集
結

し
た
大
掃
除
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。7
月
、9
月
、12
月
と
期
間

を
開
け
な
が
ら
合
計
5
日
間
、

総
勢
1
0
0
名
以
上
で
大
掃

除
。使
用
で
き
る
も
の
や
、残

す
も
の
を
区
別
し
つ
つ
、約
20

t
の
廃
棄
物
を
処
分
し
ま
し

た
。掃
除
の
講
師
と
し
て
、宇

陀
市
在
住
の
整
理
収
納
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
吉
田
章
子
さ
ん
が
手

順
を
組
み
ま
し
た
。

　
　

　

全
国
の
芝
居
小
屋
建
築
に

精
通
さ
れ
る
賀
古
唯
義
氏
を

招
き
、全
3
回
に
分
け
て
調
査

を
実
施
。喜
楽
座
に
残
る
墨

書
や
痕
跡
か
ら
、作
ら
れ
た
年

代
と
改
造
の
履
歴
に
関
す
る

考
察
や
使
わ
れ
方
な
ど
の
解

説
が
報
告
会
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。小
規
模
な
が
ら
芝
居
小

屋
と
し
て
の
残
存
状
況
が
良

い
そ
う
で
、賀
古
氏
曰
く
「
久

し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
、眠
っ
て

い
る
美
女
」
と
の
評
価
。全
国

的
に
み
て
も
価
値
が
高
い
も

の
と
の
裏
付
け
を
得
ら
れ
ま

し
た
。

　
『
ウ
ダ
カ
ツ
』（
宇
陀
住
民
が

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
任
意

団
体
）で
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て

宇
陀
松
山
に
や
っ
て
き
て
い
た

学
生
が
、昭
和
ひ
と
け
た
生
ま

れ
の
仲
良
し
3
人
組
に
喜
楽

座
の
想
い
出
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。当
時
の
賑
や
か
な
様

子
や
、上
映
さ
れ
て
い
た
作
品

を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

 　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
判
明
し

た
、当
時
実
際
に
上
映
さ
れ
て

い
た
映
画
タ
イ
ト
ル
を
上
映
。

地
元
シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
に
お

よ
そ
30
名
が
集
ま
り
、元
芝
居

小
屋
の
在
り
し
日
の
記
憶
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
音
響

は
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
チ
ー
ム

h
i
r
v
i（
ヒ
ル
ビ
ィ
）の
メ

ン
バ
ー
が
担
当
。贅
沢
な
環
境

で
、映
画
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 　

今
回
、宇
陀
松
山
エ
リ
ア
の

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た

h
i
r
v
i
は
、地
元
小
学
校

全
面
協
力
の
元
、作
品
に
使
用

す
る
音
素
材
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
声
を
採
取
し
て
サ
ン
プ
リ

ン
グ
。子
ど
も
た
ち
の
声
や
、宇

陀
の
町
並
み
が
登
場
す
る
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト「
入
院
患
者
た

ち 

U
d
a
バ
ー
ジ
ョ
ン
」を
、

5
台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
60

個
以
上
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
上
映

し
ま
し
た
。復
活
し
た
昔
な
が

ら
の
元
芝
居
小
屋
で
上
映
さ

れ
る
最
新
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
。喜
楽
座
の
特
徴
的
な
場
所

が
照
ら
さ
れ
る
よ
う
に
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
と
い
う
映
像

の
数
々
が
織
り
な
す
空
間
を
、

多
く
の
来
場
者
が
楽
し
み
ま

し
た
。喜
楽
座
で
は
メ
イ
ン
と

な
っ
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
他

に
も
、芝
居
上
演
、ア
ク
ー
ス
モ

ニ
ウ
ム
即
興
演
奏
、オ
ペ
ラ
ラ

イ
ブ
等
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
、当
時
の
賑
わ
い
が
蘇
り

ま
し
た
。

 　

扉
が
開
か
れ
、息
を
吹
き
返

し
た
元
芝
居
小
屋
。今
後
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
は「
こ
れ
か

ら
地
域
の
皆
で
、時
間
を
か
け

て
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
」

と
田
川
さ
ん
。地
域
の
豊
か
な

文
化
を
育
ん
だ
貴
重
な
建
物

の
こ
れ
か
ら
に
注
目
で
す
。
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近
所
の
方
々
か
ら
の
美
味
し

い
差
し
入
れ
に
励
ま
さ
れ
な
が

ら
、2
軒
の
掃
除
が
楽
し
く
行

わ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
漆
や

木
を
中
心
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
達
の
展
示
に
加
え
、「
空
き

家
だ
っ
た
空
間
を
お
店
と
し

て
、み
ん
な
に
開
か
れ
た
場
を

作
り
た
い
」と
い
う
並
木
さ
ん

の
想
い
に
よ
り
、
手
仕
事
を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
が
入
り
ま
す
。も
の

づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
を
も
つ
村

内
外
の
作
家
に
声
を
か
け
、漆

器
、焼
き
物
、ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
が
置
か
れ
、ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
作
家
同
士
の
交
流
の

場
に
な
り
ま
し
た
。掃
除
の
最

中
に
出
て
き
た
趣
き
あ
る
家

具
や
調
度
品
は
展
示
と
シ
ョ
ッ

プ
に
活
用
！

　

雨
の
日
が
多
か
っ
た
曽
爾

村
で
す
が
、会
期
中
は
客
足
が

途
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。特
に

象
徴
的
な
場
所
と
な
っ
た
の

が
、2
件
の
間
に
あ
る『
ぬ
く

井
戸
』
。
地
元
の
奥
さ
ま
、遠

方
か
ら
の
来
場
者
、子
ど
も
た

ち
も
混
ざ
っ
て
、井
戸
端
会
議

に
花
が
咲
き
ま
す
。水
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、

野
菜
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯
を

し
た
り
と
、生
活
の
中
心
と
な

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
企
画

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
て
い
く
な
か
で
、平
安
時
代

か
ら
の
曽
爾
村
の
呼
び
名
で

あ
る「
ぬ
る
べ
の
郷
」の
由
来

と
な
っ
た
漆
に
着
目
し
、曽
爾

高
原
の「
稜
線
」を
テ
ー
マ
に
、

木
や
漆
を
使
っ
た
複
数
の
作

家
に
よ
る
展
覧
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
建
物
は
、

様
々
な
商
店
が
立
ち
並
び
賑

わ
っ
た
曽
爾
村
の
メ
イ
ン
ロ
ー

ド
に
接
し
て
建
つ
空
き
町
家

2
軒
。う
ち
1
軒
は
元
タ
バ
コ

屋
で
あ
り
現
在
は
バ
ス
停
と
し

て
村
の
人
々
が
長
い
間
親
し

ん
で
き
た
建
物
で
す
。曽
爾
村

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
で
あ
る

並
木
美
佳
さ
ん
が
呼
び
か
け

た「
お
掃
除
交
流
会
」で
は
、ご
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今
回
、初
開
催
エ
リ
ア
と
し

て��
は
な
ら
ぁ
と
2
0
1
7
��

が
実
現
し
た
曽
爾
村
。き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、役
場
職
員

で
あ
り『
曽
爾
シ
ネ
マ
』の
運
営

委
員
で
も
あ
る
高
松
和
弘
さ
ん

が
、��
は
な
ら
ぁ
と
2
0
1
5
��

宇
陀
松
山
エ
リ
ア
に
足
を
運

び
、「
ぜ
ひ
曽
爾
村
で
も
や
っ

て
み
た
い
」と
開
催
を
希
望
し

た
こ
と
で
し
た
。『
曽
爾
シ
ネ

マ
』は
、代
表
で
あ
る
中
野
展

宏
さ
ん
が「
映
画
館
が
か
つ
て

存
在
し
た
曽
爾
村
で
、映
画
を

き
っ
か
け
に
人
が
集
ま
る
機

会
を
作
り
た
い
」と
い
う
想
い

か
ら
立
ち
上
げ
た
企
画
で
す
。

カ
フ
ェ
や
学
校
跡
地
な
ど
が

��
映
画
館
��に
な
り
、そ
の
会
場

の
雰
囲
気
や
各
回
ご
と
の

テ
ー
マ
に
合
っ
た
映
画
を
選
定

し
て
上
映
し
て
い
ま
す
。住
民

か
ら
集
め
た
昔
の
写
真
展
示

や
上
映
も
行
い
、曽
爾
村
の
今

と
昔
を
語
り
継
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
認

知
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。��
は
な

ら
ぁ
と
2
0
1
7
��は『
曽
爾

シ
ネ
マ
』の
実
行
委
員
会
と
、

そ
の
活
動
に
賛
同
し
た
地
域

住
民
の
協
力
の
も
と
に
運
営

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
曽
爾
村
の
お
お
ら
か
な
雰

囲
気
と��
は
な
ら
ぁ
と
��が
ぴ
っ

た
り
合
う
と
思
っ
た
」と
高
松

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

心
と
な
っ
て
い
た『
ぬ
く
井
戸
』

が
、現
代
に
再
び
蘇
り
ま
し
た
。

　

会
期
中
に
は
、農
事
組
合
法

人『
ゆ
め
の
里
か
ず
ら
』が
特

産
の
お
米
で
作
っ
た
甘
酒
を

提
供
。夜
に
開
か
れ
た
曽
爾

シ
ネ
マ
で
は
、地
元
の
カ
フ
ェ

が
コ
ー
ヒ
ー
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。出
展
作
家
の
一
人
、熊

田
悠
夢
さ
ん
は『
ぬ
く
井
戸
』

か
ら
汲
ん
だ
水
を
沸
か
し
て

本
格
的
な
お
茶
を
立
て
て
、

来
場
者
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

清
ら
か
な
水
、温
か
い
飲
み

物
、曽
爾
村
に
溶
け
込
む
作
品

た
ち
。そ
の
す
べ
て
が
、人
々
の

会
話
を
弾
ま
せ
る
の
で
し
た
。
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◎これまで閑散としていた空き家に、子どもから大人までさまざまな

人が自然と交流し、語り合う空間がうまれた。

◎ご近所さんからの炊き込みおにぎりや野菜の差し入れに、パワー

満点！

◎掃除の最中に出てきた昔の写真を展示。地元の皆さんの会話に

花が咲いた。

◎アートに触れる場がほとんどなかった曽爾村で、「こんなに近くで芸術

作品を鑑賞できる場所ができて嬉しい」と地元住民が喜んだ。

◎会期後、空き家だった会場を今後改めて活用するための動きが出

始めた。

◎出展作家と地元団体が“はならぁと”会期後もワークショップ企画の

相談をするなど関係が続いている。
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◎ “はならぁと”を毎年実施することで、アーティストはじめ多くの

方 と々の繋がりが深まっている。

◎“八木ネット×奈良芸術短期大学×まほらま”によるアートマルシェ

「華やぎ」がJR畝傍駅前で開催。大勢のお客さんで賑わった。

◎新しく出会った方々から八木への想い、興味深い企画、八木

の魅力創りの方法など話し、気付きの機会となる。

◎学生の空き町家改修の実演展示に立ち寄った来場者から、

毎年建物の変化を楽しみに見に来ているとの声が聞けた。

◎空き町家改修ワークショップに住民が自主的に参加。改修の

楽しさが今井町の中で広がっている。

　

2
0
1
4
年
、空
き
家
が

生
ま
れ
変
わ
っ
た『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス 

w
a
c
c
a

（
ワ
ッ
カ
）』。地
域
へ
の
関
心

を
深
め
て
も
ら
い
、元
気
に
暮

ら
す
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場

に
。
そ
し
て
、
八
木
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
発
表
の
場

に
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
、

ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
町
に
す
る
た
め
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。��
は
な
ら
ぁ

と
��を
き
っ
か
け
に
交
流
が
深

ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、地

元
芸
大
生
、小
学
生
、高
校
の

美
術
部
と
協
力
し
な
が
ら
、定

期
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

　

毎
年��
は
な
ら
ぁ
と
��に
参
加

し
て
い
る
N
P
O
法
人 

八
木

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、八
木

ネ
ッ
ト
）に
、今
年
嬉
し
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム��
は
な
ら
ぁ
と

部
��に
所
属
し
て
い
る
夫
婦
が
、

エ
リ
ア
内
に
あ
る
空
き
家
を
自

ら
改
修
し
て
、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
開
業
し
た
の
で
す
。彼
ら
は

��
八
木
ネ
ッ
ト
��に
入
会
し
、��
は

な
ら
ぁ
と
2
0
1
7
��に
お
い

て
も
橿
原
エ
リ
ア
の
現
地
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。八
木
の
ま
ち
づ
く
り
に
、新

し
い
風
が
吹
き
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　
��
は
な
ら
ぁ
と
��出
展
を
き
っ

か
け
に
八
木
の
町
を
気
に
入
っ

て
、そ
の
ま
ま
移
住
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
い
る
ほ
ど
、八
木
の

町
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
の
人
気

者
。「
八
木
の
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
」そ
ん
な
想
い
か
ら
か
、今

年
は
来
場
者
が
絵
を
描
き
加

え
た
り
、作
品
の
一
部
を
作
る
こ

と
の
で
き
る
参
加
型
の
作
品
も

目
立
ち
ま
し
た
。み
ん
な
が
ま

た
八
木
の
町
に
帰
っ
て
こ
ら
れ

る
よ
う
に
。八
木
の��
は
な
ら
ぁ

と
��は
続
い
て
い
き
ま
す
。

  　

初
年
度
か
ら
欠
か
さ
ず��
は

な
ら
ぁ
と
��に
参
加
し
て
き
た

今
井
町
。出
展
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
も
常
連
さ
ん
が
増
え

て
き
ま
し
た
。会
期
中
に
目
に

す
る
の
は
、地
域
の
人
た
ち
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
交
わ
す「
た

だ
い
ま
」「
よ
う
お
か
え
り
」の

挨
拶
。今
井
町
に
関
わ
っ
た
人

た
ち
が
、い
つ
帰
っ
て
き
て
も

変
わ
ら
な
い
場
所
で
あ
る
よ

う
に
、今
井
の
町
並
み
を
守
り

続
け
る
と
い
う
今
井
町
町
並

み
保
存
会
の
想
い
が
、地
域
に

定
着
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

育
ん
で
い
ま
す
。

 　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、こ
れ
ま
で
は
別
々
に
開
催

し
て
い
た
お
隣
の
八
木
札
の
辻

と
一
緒
に「
橿
原
エ
リ
ア
」に
な

り
ま
し
た
。奈
良
芸
術
短
期
大

学
の
協
力
を
得
て
、学
生
が
制

作
し
た
共
同
マ
ッ
プ
は
分
か
り

や
す
い
と
来
場
者
か
ら
好
評
。

さ
ら
に
、
両
エ
リ
ア
を
繋
ぐ

J
R
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線
の
車

内
で
は
、��
は
な
ら
ぁ
と
��開
催

に
つ
い
て
の
特
別
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。奈
良
教

育
大
学
絵
画
研
究
室
の
協
力

に
よ
っ
て
車
窓
か
ら
見
え
る
土

手
に
展
示
さ
れ
た
羊
を
テ
ー
マ

と
し
た
絵
画
作
品
も
、乗
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
井
町
の
空
き
町
家
状
況

は
な
ん
と
1
割
未
満
。全
国
の

緊
迫
し
た
空
き
家
問
題
を
鑑

み
る
と
、長
年
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
成
果
が
現
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、今
井
町
町
並
み

保
存
会
の
皆
さ
ん
は
そ
の
数

字
に
甘
ん
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。「��
は
な
ら
ぁ
と
��を
す
る

と
い
う
こ
と
で
、空
き
町
家
を

借
り
る
き
っ
か
け
に
な
る
ん
で

す
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
ら
建

物
を
改
修
し
て
、建
物
の
新
た

な
一
面
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

も
多
い
」と
会
長
の
若
林
稔
さ

ん
は
話
し
ま
す
。今
井
町
の
保

存
と
革
新
の
歩
み
は
、ま
だ
ま

だ
止
ま
り
ま
せ
ん
。
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紙
漉
き
職
人
が
特
製
の
ポ
イ

型
和
紙
を
提
供
。地
元
職
人
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
実
現
し
ま
し
た
。

 　
『
第
13
回 

国
栖
の
里
体
験

フ
ェ
ス
タ
』
の
来
場
者
は

3
0
0
名（
昨
年
度
1
5
0

名
）を
超
え
、飲
食
店
は
軒
並

み
完
売
。夜
に
は
屋
外
で
交
流

会
が
開
か
れ
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
住
民
が
食
事
を
と
も
に
し
ま

し
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

介
し
、
2
年
か
け
て
地
域
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、互
い
の
考
え

や
想
い
を
伝
え
あ
っ
た
吉
野
町

国
栖
エ
リ
ア
。相
互
理
解
の
先

に
、ど
ん
な
新
し
い
展
開
が

待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。乞

う
ご
期
待
で
す
！
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◎地元の青年有志で飲食店を出店。イベントを盛り上げた。

◎ “はならぁと”に刺激を受けて、レンタサイクルなど地元から新たな企 

　画がうまれた。

◎観光協会会員以外の住民がイベントに自主的に参加する流れがう

　まれた。

◎町家での展示を行い、町家の利活用をひろく示すことができた。
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『
第
6
回 

国
栖
の
里
灯
り

展
』と
同
時
開
催
と
な
っ
た
吉

野
町
国
栖
エ
リ
ア
の
��
は
な

ら
ぁ
と
��
1
年
目
。「
��
は
な

ら
ぁ
と
��っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

そ
う
思
っ
て
い
た
国
栖
の
皆

さ
ん
へ
の
、ご
挨
拶
の
年
と
な

り
ま
し
た
。そ
し
て
、2
年
目

と
な
る
2
0
1
7
年
度
、地

域
の
職
人
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、町
家
へ

の
作
品
展
示
に
よ
る
芸
術
理

解
機
会
の
創
出
、ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
住
民
の
交
流
促
進
等
を

目
標
に
、吉
野
町
国
栖
エ
リ
ア

で
の
��
は
な
ら
ぁ
と
��が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 　

7
月
22 

23
日
に
開
催
さ
れ

た『
第
13
回 

国
栖
の
里
体
験

フ
ェ
ス
タ
』
と
同
時
開
催
と

な
っ
た
今
回
の
��
は
な
ら
ぁ

と
��。夏
休
み
中
の
小
学
生
を

中
心
に
、親
子
連
れ
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。��
は
な
ら
ぁ

と
��で
は
、2
か
所
の
会
場（
公

民
館
、町
家
）で
作
品
展
示
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。西

嶋
み
ゆ
き
さ
ん
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ『
お
え
か
き
き
ん
ぎ
ょ

ゆ
ら
ゆ
ら
す
く
い
』に
は
、地
元

,

2011年からはじまった“はならぁと”は、紆余曲

折ありながら、来年で8年目を迎えます。ここ

まで継続できているのはひとえに、実行委員

会の皆さん、奈良県の皆さん、アーティストの

皆さん、来場者の皆さん、事務局の面々の尽

力の賜物です。地域の皆さんには、これから

も、まちづくりの良ききっかけとして、“はならぁ

と”を有効的に活用していただきたいと思って

います。

そして、“はならぁと”の取り組みが県内外を超

えて拡大していくことを願います。

初年度から“はならぁと”に関わらせていただ

き、気がつけば7年の月日が経ちました。“はな

らぁと”によって、地域の面白さや芸術の楽し

さに気付き、人生をより豊かにする視点を頂

戴しました。昨年には仲間と共に一般社団法

人を立ち上げました。これからも、“はならぁ

と”はたくさんの人の人生のワンポイントに花

を添え、形を変えつつ進んでいく。そんな存

在として、末永く続いていけばいいなと願って

います。

最初は作家として、2014年からは事務局とし

て勤務するようになり、はならぁとに関わり早

７年が過ぎました。開催エリアの皆さんとアー

ティストの皆さんが両輪になり作り上げるは

ならぁとはアートの面白さと町の魅了の両方

を引き出すアートプロジェクトではないでしょ

うか。小さな発見が積み重なって地域の魅力

に発展していく変化が最大の魅力です。これ

からもはならぁとがどんどん素敵に変化して

いくのが楽しみです。

　今、世界では「すべての人に一定のお金を直

接配る」ベーシックインカムという仕組みが検

討されているそうです。それが近い将来に実

現されればどうなるのか、自由になった時間を

使ってアートを手がける人が増えるかもしれま

せん。そうなると、アートがより一層身近なも

のになって、各地で季節毎にこあ（展覧会）が

開催されている気がします。

　アートをどのように社会へ広めていくのか、

古くて新しいテーマをこれからも追求していき

たいと思います！

奈良・町家の芸術祭 HANARART

実行委員会 事務局

吉村 耕治
奈良・町家の芸術祭 HANARART

実行委員会 事務局

一般財団法人はなまる 理事

たかはし なつき

奈良・町家の芸術祭 HANARART

実行委員会事務局 事務局長

一般財団法人はなまる 代表理事

飯村 有加
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奈良・町家の芸術祭 HANARART

実行委員会 実行委員長

川端 規央
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主催：奈良・町家の芸術祭 HANARART 実行委員会

開催日時や展覧会情報の詳細は“はならぁと公式Web”で随時更新中！2018年度の“はならぁと”にご期待ください！

▶ http://hanarart.jp

吉野町国栖エリア
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